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1.は じめに
　今 日,様 々な分野でマスメディアが発展を遂
げ,教 育の場で も大いにその力を振るい,今 や
マスメデ ィアは無 くてはな らない ものとして
人々の生活に密着 している。しか し一方でマス
メディアか ら発信 される情報を一方的に受信す
るだけで,単 に知識として情報を蓄え,表 出す
ることを しなくなってしまう者も少な くない。
このような環境は決 して子 どもの発達にとって
良い環境だ とはいい難い。高度な情報化社会の
発展は,本 物に触れ,五 感を働かせて感じるこ
とや,時 間をかけて体験 して学ぶこと,入 と入
との交流を通 じて絆を育むことなど,子 どもに
限らず大人か らも遠ざけ,情 報に振 り回される
ようになってしまった。 さらに,教 育機関は混
乱 し,「子 どもが変わった」「学校がおかしい」
などと書 き立てられるようになった。人と人 と
の交流や自然体験が乏 しくなると,他 人への思
いや りや集団の中での自分の存在感 生命や人
権の尊重などへの考えが著 しく低下 して しまう。
　学習指導要領が平成23年 に改定され,そ の全
面に 「生きる力」を育むということが詠われて
いるのも,上 記のような背景があるからであろ
うと考える。一方では,子 どものみならず,教
育機関に身をおく教師自身が感性を失い,子 ど
もの心の痛みが感 じられなかったり,子 どもと
会話のキャッチボールが出来ないいわゆる講義
型の授業をする教師。それが立派な授業だ と勘
違いをしていることもある。
　また,マ スメディアの発展とともに,脳 科学
の様々の分野への進出は目を瞠るものがある。
筆者は脳科学の専 門的知識は持ち合わせていな
いが,「 脳科学は人聞研究の基礎である。 した
がって,基 礎科学 としての脳研究と社会 との関
わりもいっそ う強まるであろう。人を理解す る
ことを通 じて,脳 科学は経済学や社会学などと
の交流 を広めるし,ま た芸術 とも関わ りを持つ,
教育関係者 との交流や,教 育への提言 も重要で
ある」(甘 利2008)な どと言われているように,
脳科学は教育にとっても重要な分野であること
は言 うまで もない。
　このようなことを踏まえて。本稿では,こ こ
十数年,「 脳科学はいかに教育に活かせ るか」
というテーマに関して様々な分野で試行錯誤 さ
れている事実 と合わせて感性の指導に欠かせ な
い歌唱指導教材を取 り上げ,教 育者になるもの
の感1'1について考えその在 り方について提案す
ることを目的とする。
2.「 見ること」と 「感性」
　ここで扱 う 「見ること」 とは歌唱教材 をビ
ジュアル化 して,音 楽や芸術に使われがちな抽
象的な言い回しや,個 入の感清的な言い回しを
まとめて 「感性」 と言う言葉でごまか してしま
うことを改め,教 育教材 として静止画を含めた
映像教材の事である。すなわち筆者は,歌 唱教
材の 「ビジュアル化」を試み,学 習者の興味 ・
関心 を喚起することを最大の目的 としたい。
　 またビジュアル化する過程において,こ れま
で音楽は言葉に表せない。 もしくは表 してしま
うと芸術ではない。と言 う考え方を一新 して,
言葉へ移 し替える活動を取 り入れることによっ
て,言 葉の育成すなわち,歌 唱能力の向上に値
すると考える。
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　まず感性の教育は,芸 術教育の専有語ではな
いことをはっき りさせてお きたい。 どうして も
「感性」はわか りにくい言葉であると理解 され
がちである。す ぐに答えが見つか らないような
ものは,教 育の場での育み方がわか らないため
に,音 楽や美術領域でのみ 「感性」が技術向上
することや,鑑 賞をすることで育まれるものだ
と考えがちである。 しかし,「 感性」 とは,決
してそのような狭い見解のものではな く,総 合
的な精神活動であること。人と人 との関わ りや
生 き物 との関わ りの中に見出されるのである。
感性は,教 科を限定 して育むのではな く,我 々
の成長過程全てに関わるものである。
　我が国Q本 には,世 界共通語ともなっている
"まんが〉,がある
。 このまんがは様hな 面で主
教材 としてのおおきな役割 を果たす。まんがの
中には,文 字では表 しきれない人物の表情や,
そのところどころに流れる音の在 り方が～ 目で
わかる。 まんが と言 うと 「好 くない ものであ
る」,「言語能力が落ちる」 などの考 え方 も根強
くあるようであるが,ま んがのような,ビ ジュ
アル化 された物(絵 画 ・写真 ・動画など)を 使
用 して,言 語化する表現活動はそのどちらも良
い形で能力を伸ばすことが出来る。
3.歌 唱指導の実際
　 「聞 く」 と 「聴 く」の違いについて考えて行
きたい。現在の歌唱指導はまさに日本の教育法
である 「勉強」に近い形で行われる。
　　勉　強　　⇔　学　び
　　積み上げ　⇔　興　味
　　中期記憶　⇔　長期記憶
であるのに対 し
　　理　論　 　⇔　実 技
　　楽　典　　⇔　表　現(技 術)
　　即時/中 期記憶 ⇔　長期記憶
という関係が成 り立つ。
　 「聞 く」 と 「聴 く」の違いは 「勉強」 と 「学
ぶ」の違いと類似 している。
　その違いを広辞苑(岩 波書店)第5版 でひい
てみ ると,「 聞 く」 は広 く一般的に使い,「 聴
く」は注意深 く耳を傾けるとある。
　「勉強」は現在の 日本の教育方法(東 アジァ
に多い)い わゆる教師か らの一方通行の講義形
式の授業である。
　このような教育方法では,子 ども達の記憶に
長 く残すことが出来ない。なぜな ら,脳 の記憶
する箇所 には,そ の仕方に大 きく分けて3種 類
記憶の仕方があり,一 方的聞いていた場合,即
時記憶 と言われる記憶の方法を取 り,記 憶 され
る脳へ内容が入っていかず,わ ずか7秒 しかそ
の記憶は残 らない。 また,現 在の 日本の教育方
法(積 み上げ教育)は2年 間しか残 らない中期
記憶 と言う仕方で記憶される。どうすれば,長
期記憶 に残すことが出来るのだろうか。 これに
は,勉 強をするのではな く,や は り自ら 「学
ぶ」ということをしない限 り長期記憶に残すこ
とは出来ない。
　例えば,自 転車 に一度乗れるようになると,
数年闘乗っていな くて も,ま たす ぐに乗ること
が出来る。これは身体を使っていわゆる長期記
憶に叩き込まれたからである。また.筆 者は慰
問演奏などに出かけた りするが,こ のような時
に幼少時代に歌った歌を一緒に一字一句間違わ
ずに歌えたり,幼 少時代を思い出 して涙 した り。
と好んで行った 「学んだ」 ものについては.生
涯に渡って忘れないのである。
　現在,教 育機関では生涯学習へ とつながるよ
うなことへの努力もあわせて行われているが,
本来の生涯教育 を考えた教育が出来ているのか,
疑問に思 うところである。
　 まず 目標 とな り得る教師が育っているか考え
なければならない。歌唱においても同 じことが
言える。子 ども達が 「あんな声 になりたい」
「あんな風 に歌いたい」などと目標 になる得る
ような声が出せる教師がどの くらいいるだろう
か。
　 また,生 徒(子 ども達)自 身が他 と比較 しな
くなったと諏訪哲二は述べる。比較 しないとい
うことは歌唱を上達させ ることにあたって特に
致命的ともいえよう。
　歌唱はどのような形態であっても自ら音を奏
でるため,「楽器」と言 う媒体がない。
　そのために他の楽器に比べると,よ り耳を澄
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ませて自分から発せ られる声に耳を開き,傾 け
るべ きである。 この作業においては他 との比較
ではな く自身の中で発 したい声(音)を 十分に
吟味 した上で,い かに発 したい声に近づき,声
を出すか,と いうこの作業が最も難 しい。 どの
ような機能を経て 「声」がつ くられ,発 せ られ
るかということをしっか りと知って,明 確な声
の目標 を定めていないと,自 分自身の意識を超
えたところで様hな 行為が行われ,あ たか も勝
手に声が出てきているような錯覚に陥ってしま
う。
4.「 見ること」を中心とする教材の準備
　現在の音楽科の教材を見てみると,カ ラーで
写真がいろいろと載っているが,写 真 を見ても,
その歌唱に必要な情報が全 く載っていないのに
気づ く。例えば,「 ふゆげ しき」 という曲には
港町とかもめの絵がカラーでつけられているが,
3番 まである歌詞を見ると.カ ラスや麦畑のの
どかな小春 日和,荒hし い風が吹 き,雲 はなく
なり,日 が暮れてい く様子が歌われる。これで
は1番 だけの情報のみ載せてあり,2番,3番
の重要性が低いようにも受けとれる。また,暗
譜をするときに,2番,3・ 番においても,も し
1番 のような挿絵がなされていれば,一 目見て
歌詞の内容を思い出し,歌 うことが出来るであ
ろう。楽譜そのものが 「見ること」 と同化する
のである。
　音楽は感性の教育であるといいながら,文 字
などと同 じように楽譜中心の教育に陥って し
まっている。
　そこで良い例 として,筆 者が実際 ドイツで使
用 していた歌唱教科書,ツ コフスキーの教材を
挙げたい。この教材を ドイッ語のわからないク
ラスで使用を試みた。そうすると,ド イツ語が
わからないにも関わらず,1番 にはどのような
内容が歌われ,2番 ではどのような展開が見 ら
れ,3,4番 と終結 して行 く。 とほぼ完ぺ きに
内容 を説明 して見せた。
　このような学習をしてい く中で,感 性は育ち,
磨かれるものである。現在のような超高度情報
化の時代であるか らこそ,人 と人とのつなが り
の中で,個 々の感情や,知 性,意 思や思考など
について関連させた学びが大切である。感性 は
元々個々が持っていて外的に影響されに くいも
のではなく,我 々教育者は.子 どもの感性 を育
むために,そ れぞれの体験に基づいた学習を意
図的に準備するべきなのである。これはどの教
育機関であれ同様である。
　筆者は先ず,「 見ること」 を中心とす る歌唱
教材の使用準備 と して,歌 唱には欠かせ ない
「呼吸法」か ら入ることとした。
　 この 「呼吸法」は,感 情,知 性,意 思.思 考
の関連を学ぶにふさわしい,イ ルゼ ・ミッデン
ドルフ(llse　Middendorf　 1910-2009)の 呼
吸法 を用いた。
　イルゼ ・ミッデンドルフは,「 知覚経験 し得
る呼吸法」の創始者であり,ド イツ国立ベルリ
ン芸術大学等で教鞭をとり,1964年 には,「 知
覚経験 し得る呼吸法」の指導者を育てるべ くそ
の学校を設立した。ここでは,主 に歌手や舞台
俳優等が呼吸について学ぶことが出来る。
　 また,研 究所の卒業生達は,健 康に関する仕
事で活躍 している。特に,ス ポーツや,創 造的,
精神的なものを必要をする芸術分野で活かされ
ていることが多い。
　 この呼吸法の呼吸の体意識は,ダ ルクローズ
ともそのルーツを分かち合っているところがあ
る。 また,ア レクサンダーテクニ ックなどとの
身体理解の仕方と類似技巧である。フェルデン
クライス,ボ ディーマインドセ ンタリングなど
もあるが,本 格的な運動は,呼 吸の息は身体か
らの許可を得て,方 向性を持 った上で行われて
いるという考え方であ り,独 自の権利を取得 し
ているものである。
　呼吸は全てからだ感覚の知覚にあるという考
え方 とい うよりも,「想像」,「感情」,「直感」
などが重要であるという考 え方である。呼吸に
よって,感 覚意識が刺激 される。また外的刺激
として,「 動 き」,「圧力ポイン ト」.「手」,「言
葉」が挙げられ,入 が呼吸を行 う際に,「 息を
移動」,「リズム」,「次元」,「方向」,「スペー
ス」に影響を与え,感 じている。そうして,息
はそれぞれの身体 と出会い,エ ネルギーを生 じ
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る。それ らを意識することにより,息 や呼吸の
妨げとなるからだの習慣を取 り除くことが出来
る。 このことによって,身 体は本当の意味での
リラックスを知ることが出来る。
　セッションでの学びの申で,息 は大きく分け
て考えられる。
⑦息が無意識に制御 しようとする息
②無意識だが,制 御 しようとしない息
このサイクルを経験することで知覚次元が出来,
この知覚を呼吸自体が学ぶことが出来るという
考え方である。この 「感覚」 と 「存在の知　」
の出会いによって 「自己の姿勢」,「動 き」,「思
考」,「感情」が再構築される。
　 また個人でのセ ッションでは,通 常の経験
(癖)が 含 まれる可能性が大 きいため,手 が介
して,呼 吸の息を身体中に外的に存在 タッチス
トレスが行われる。 このプロセスでは,息 と息
の対話が出来るとしている。 この場合の対話 と
は,言 葉の実施ではな く,息 の動きを感知する
ことである。
　 このような呼吸法をもちいることによって,
これまでにまして自分は生 きているという感覚
が高まり.自 分の存在を認め,更 に,他 の存在
をも認め互いのコミュニケーションが成 り立っ
ていくと考える。
5.ビ ジュアル教材 を用いた授業
　筆者が行った授業の中からい くつか例を挙げ,
ビジュァル教材 とはどのようなものか説明をす
る。
　まず最初に挙げる授業は,本 学発達教育学部
教育学科の教育学専攻 と音楽教育学専攻の学生
を対象に行った 『声楽基礎』 という授業である。
この授業は前期に行われる 「声楽基礎1」 は中
学校 ・高等学校教職免許(音 楽)必 修の授業に
あてられ,後 期 に行われる 「声楽基礎 瑚 は選
択科 目にあてられている。声楽基礎 と聞くと多
くの学生は歌 を歌うことを思い浮かべて本授業
に臨んでいたようであるが,授 業の最初に,
①単 に歌うことを目指 していない
② 自分の声や身体の発す る声に耳を開く
③ 自分としっか り知 り合 う
の3点 を示 した。
　 まず,前 期の必修科 目では.次 のようなこと
を中心に授業を進めた。
① 楽譜の読み取 り方
② 楽譜の言語化
③ グループ活動の在 り方
この3つ を柱 とし,常 に10名 程度のグループで
活動が出来るようにした。
後期の選択科 目では,1を さらに発農させて,
① 楽譜の読み取 りには,必 ず根 ・幹 ・葉の構
　成を説明する。
② 楽曲の言語化
③ 読み取った後に視覚化する
この3つ を柱 とした。活動のグループは3～4
名と前期 より少なくして,個 々の技術向上にも
力を入れた。
　 まず後期の声楽基礎Eで 実際に行 った例を順
番に挙げる。
〔単元全体の目標〕
ビジュァル教材を作成する
〔単元使用楽曲〕
F.シ ューベル ト　 鱒　歌曲および五重奏曲
1回 目(90分)
i:ど のような曲か歌 曲の楽譜を配布 し紹介 を
　　 する。
11:音 源もしくは教員の演奏を聴 く
111:言 葉 ・歌詞の発音練習を内容理解 も含めて
　　行う(こ の際 外国曲においては,決 して
　　カタカナで読み仮名を付けない よう注意を
　　促す)
iv:実 際に演奏 をしてみる
v・ 歌詞内容の裏づけを行 うため,楽 曲の構成
　　を再認識す る
Vl:変 奏曲を聴 く
2回 目(90分)
i:　 D5と 同曲の音源 もしくは教員の演奏を
　　聴 く
ii:実 際に演奏 をする
iil:内容を再認識 し,1番 か ら3番 まで言葉を
　　用いずに紙媒体に表す
　(写真① ②)
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(写真①)
ジュアル化」を試みている。
　例えば,よ く知 られている"浜 辺の歌"を 使
用 して,
i:い つ ものように歌 う
ii:両 手の掌を下へ向け,歌 っている間ゆっ く
　　 りと下へおろしながら歌 う
111:息継 ぎの際はすばや く上へ戻す 【両手の掌
　　は下を向けたまま】
iv:1曲 歌い終えたら,掌 は呼吸の流れを表 し
　　ていることを説明する
V:説 明を意識 してもう一一)xii,111を行いなが
　　 ら歌 う
　　　　　　　　　(写真②)
iv:音 源 もしくは教員の演奏を聴 き確認をする
v:自 ら表 した紙媒体を見なが ら歌う
vi:楽 曲のテーマを確認し,1回 目にも聴いた
　　変奏曲を聴き,変 奏でテーマを奏でる楽器
　　の聞 き取 りを行 う
と,こ のような内容を経てようや く1曲 の完成
とするのである。
　時間的に考 えると大変な時間を要するが,1
曲でも楽曲の深め方をきちんと学べば,他 への
応用 も期待が出来るし,そ の申で多様な表現が
行われ,自 ら表現することに喜びを感ずること
が出来るであろう。
　次に挙げるのが,同 じく本学発達教育学部教
育学科の教育学專攻 と音楽教育学専攻の学生を
対象に行った 『ヴォイス ・トレーニング』の授
業である。 この授業は,1回 生の後期に選択科
目として行われ,例 年対象学年の7割 程度の学
生が履修をしている。 まず,声 を出す と言うこ
とを学び,徐 々に身体の機能へ移 り,呼 吸の機
能を体感 しながら学んでいる。特 に5嗣 目もし
くは6回 目の授業か ら本研究の中心である 「ビ
　いずれの授業においても,ま ずこれまでの授
業のありかたを修正するところから入 らなけれ
ばならなかった。このことが一番困難を極めた。
学生達はこれまで,保 育園や幼稚園に始まり,
小学校,中 学校,高 等学校 とまさに勉強をする
教育を受けてきている。それが全 く悪いとは言
いきれないが,個 々の表現を求めた場合に現代
の子どもたちが特に主張する 「個性」,「自分」
というものが思っている以上に抑え付けられ当
然のように拡大す る国際社会 に立ち行かな く
なっているのが現実である。 これは,大 きな社
会問題 ととらえるべ きであろう。
6.ビ ジュアル教材を用いた授業の考察
6-1.声 楽基礎の振り返 り
　 まず,声 楽基礎で行った教材のビジュアル化
について考察をしたい。本授業 は,音 楽教育学
専攻の学生が9割 を占め,前 期か ら数えると実
に30週 もの時間を使って基礎から応用へ と展開
可能な授業であったため,ゆ とりを持って様々
な課題に取 り組むことが出来た。
　 しか し,既 に述べたように,ま ず学生達のこ
れまでの授業や声楽のイメー ジを取 り除 くのに
大変時問がかかった。これは,声 楽基礎 と言う
授業名を見て学生達は,単 に,歌 を歌 う授業だ
と思い込んで,教 科書の歌を歌わないのか。な
ぜ独唱の曲を数名のアンサ ンブルにするのか。
声楽基礎なのに歌 う基礎は教 えてもらえないの
か。等最初は様々な意見が個人的に出され,授
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業中もつまらなさそ うにした り,ア ンサ ンブル
においては,自 分の持てる力を出していなかっ
た りした。これは,長 年培 った 「授業はこうあ
るべ きだ」「授業を取れば説明して くれる」 と
言 う勉強詰め込み型授業に対するイメージによ
るものであった。
　数回の授業を経ると少しずつ慣れてきたよう
ではあったが,後 期の授業は必須科 目ではない
ために新 しい進め方に馴染めなかった学生は残
念なことに履修 しなかったようである。
　前掲 しなかったが,授 業内で何か活動を取 り
入れる時には(個 人,グ ループに関係なく)必
ず時問を決め,正 確にそれを実行 した。 これは,
何かを考える時に,延 々と時間を延ばせばよい
アイディアが出るとは限 らず,決 め られた時間
(2分 ない し3分)で 自分の持てるあ らゆる感
覚 を研 ぎ澄 まし課題について考える。そうする
ことにより良いアイディアも浮かび,集 中力 も
つ くのである。それを裏付けるかのように,履
修生達は授業を受けるごとに時間に対 して敏感
になり,考 えられることの喜びを感 じつつ,数
分間懸命に考える。 と言うことに取 り組んだ。
　 前述のような活動の後に,楽 繭を歌い,絵 に
表し,変 奏曲を分析する。 という活動を行った
為,比 較的スムーズに表現が出来ていたようで
あった。今回使用 した歌曲の楽譜には,上 段に
原語である ドイツ語,下 段に少 しの意訳 を伴 う
日本語の歌詞が付けられているものを選んだ。
しか し,驚 いたことに,1　 から3番 を絵 に表
そうとい う課題 を出した途端,「 ドイツ語がわ
からないので,絵 に表せない」 と半数以上が声
を挙げた。このことで,履 修者は音楽教育学専
攻3回 生にも関わらず,楽 曲を学ぶ際にどの よ
うに楽譜 を見たら良いのか ということさえも本
当の意味で理解出来ていないとい うことが分
かった。
今回の授業の感想に一番多かったものは,
　「今 日の授業を受けて,初 めて歌曲の深め方
を知ったJ
　「今 日の授業はとても楽 しかった。音楽って
色んな見方が出来るのだということが分か っ
た。」
等 と言うものであった。
6-2.ヴ ォイス トレーニングの振 り返り
　履修者が1回 生であったため,お 互いにどの
ような人物か探 り合って授業が進んだように感
じる。
　 また,先 の論文 「ヴォイス トレーニングの授
業からの一考察」において挙 げたように.こ れ
までの進め方では,ヴ ォイス トレーニングの授
業 と声楽の授業を切 り離 して考え終にはヴォイ
ス トレーニングで行った内容を全 く忘れてしま
う。と言 う学生が多いことが問題であった。そ
のため本授業か らは,そ のようなことが無いよ
うに,必 ず歌 を歌うことにつながるように声楽
で使用する楽譜自体をビジュアル化 して授業を
進めた。結果,学 生の中には,「 高音が出やす
くなった」「歌いやすい」「お腹で支えるという
ことが初めて分かった」 などの感想が得られた。
　 このことは,自 分 自身で実感 した経験によっ
て身体で学んだことであるので,簡 単には忘れ
ないであろう事。また他の楽曲等で同 じ問題に
出会った時に解決の糸口として本授業で行った
内容を復習することが出来るであろう事も伝え
た。
6-3.全 体の考察
　様々な意味で時代の流れが変化 している。ま
た,マ スメディアの発農 も目覚ましく,昔 の教
育の仕方に固執する必要はないし,こ れまでの
教育の在 り方にはずいぶん無理が生 じてきてい
ると考える。
　現代の子 どもたちが得意なものか らまず伸ば
して行 くのも良いのではないか。
　現代の子どもたちは,少 し前の子 どもとは比
べ物にならない くらいの情報社会に生まれ,そ
れを当然として受け入れざるを得なかった。そ
のため,耳 コピーと言われているものが大変得
意なようである。現代の世にあふれている音楽
のリズムは多様で難解 なものが多いにもかかわ
らず,現 代の子 ども達は平気でその音楽を口ず
さみ,再 現することが出来る。この才能は素晴
らしいものであるが,こ れまでの楽譜から学ぶ
音楽 と言うや り方では 「楽譜の読み方がわから
ない」等の理由で学びの深 まりが期待できない
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可能性が大 きい。今後は,ど のような形で教材
を考え,子 ども達の才能を引き出してい くか,
しっか りと吟味 して打 ち出 してい くことが急務
である。
おわりに
　今後は子 どもに自由時間を無責任 に与えるの
ではなく,教 育機関が本来の 「学びの場」 とし
て構成 されることを切 に望む。その一端 として
本研究が活用できるといえる。
　また,本 稿では歌唱教材に限って実際の例 を
もとに報告 をしてきたが,他 の科 目で も取 り入
れる意義は多いにあると考えている。
　筆者は脳科学に対 して専門的な知識を要 して
いるわけではないが,自 身の実践 を通 して今N
的流行の話題に 「教育」と言 う大切な人間育成
に関わる教育現場が変わってい くことを期待 し
て研究を広げて行 きたい。
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